
令和４年度地域密着型金融に関する取組状況（R4年4月～Ｒ5年3月）

１．顧客企業に対するコンサルティング機能の発揮

具体的取組策 取組状況
コロナ禍の顧客の状況把握と課題解決支援の取組と
して企業信用格付けの改善・ローカルベンチマークを
活用し企業を知る取組を強化する。

・企業信用格付については改善取り組み中
・経済産業省「ローカルベンチマーク・ガイドブック」の企
　業編及び支援機関編の冊子を作成し、職員及び企業
　に配布し。企業の課題を共通認識する取組み強化や
　兵庫県信用保証協会の専門家によりローカルベンチ
　マーク作成支援を実施

具体的取組策 取組状況
・顧客企業のライフステージ等に応じた事業ニーズに
対応できるよう、「目利き力」「コンサルティング能力」向
上に向けた人財育成。
・中小企業診断士及びファイナンシャルプランニング
技能士（FP）の養成を継続して取り組む。

・外部研修：兵信協主催の「渉外管理者講座」２名派
遣、「融資渉外能力講座」５名派遣、「事業性評価・コン
サルティング機能強化講座」4名派遣、近信協主催の
「融資渉外（法人・事業先）研修会に２名派遣
・通信講座：「事業性評価力養成講座」２名受講、「企業
分析講座」７名受講、「融資審査・管理・回収講座」４名
受講、「FP２級技能士・実技受検対策講座」１１名受講
（4名合格）

具体的取組策 取組状況
・外部機関、業界ネットワーク等を活用したビジネス
マッチングの推進

・岡山県信金合同ビジネスフェア、東海地区信用金庫
協会ビジネスフェア、城南信用金庫よい仕事おこしフェ
ア、あまがさき産業フェア等の業界ネットワークを活用し
たフェアへ取引先を案内。取引先15社出展
・信金中央金庫が連携する越境ECサイト、しんきんコネ
クト、JETRO等を活用したビジネスマッチングの機会を
取引先に提供
・兵信協主催の「地元産品支援プロジェクトfromしんき
んきんき」への参画、取引先10社参加

具体的取組策 取組状況
企業の事業再生、経営改善をサポートする取組として
経営改善計画、事業再生計画と共に資金計画、資金
繰り改善の提案が出来る態勢を構築し支援を行う。

・創業支援融資取組実績　　　　　37件　　　271百万円
　　　【内訳】　創業　　　　　　　　　 27件　　  130百万円
　　　　　　　　 第2創業　　　　　　　　5件　　　　35百万円
 　　　　　　　　新分野展開　　  　　　5件　 　 106百万円
　　　　　　     計画書策定支援　    8件
・兵庫県単年度事業「中小企業経営改善・成長力強化
支援事業」に参加し、コロナ融資先５２６先に対し課題
解決に向け金融面・本業面において伴走支援を実施
・保証協会専門家派遣により取引先の経営相談・経営
改善計画支援を積極的に展開
・事業承継・引継ぎ支援センターと連携し、取引先向け
「事業承継個別相談会」を実施
・保証協会「伴走支援特別保証」の説明会実施(2月8
日)
・資金計画、資金繰改善の提案が出来るよう資金繰り研
　修を階層別に分けて実施(10月24日・25日、11月1日・
　2日)

　当金庫は、「地域と共生し豊かな街づくりに奉仕する。」「顧客に最良の金融サービスを提供し信頼に応える。」こと
を経営理念として掲げ、創業以来培ってきたお客さまとのリレーションシップをもとに、地域金融機関としての機能発
揮に役職員一同本気で取組み、「地域で最も信用、信頼される金融機関」を目指しています。
　令和４年度につきましても、「顧客企業の経営改善等に資するコンサルティング機能の発揮」に一層注力するとと
もに、「地域の面的支援・活性化への取組強化」「地域やお客さまに対する積極的な情報発信」の推進を通じて、引
き続き金融仲介機能の発揮に向けて地域密着型金融の実践に積極的に取組んで参りました。

（１）日常的・継続的な関係強化に向けた取組み

（２）目利き能力の向上

（３）ビジネスマッチングの推進

（４）創業・新事業支援、経営改善支援、事業再生、事業承継等に向けた取組み



・医療・介護、環境、農林業等成長分野への継続的な
取組
・宍粟市創業支援協議会主催の創業塾への参加

・成長分野融資取組実績　　   21件　　   886百万円
【内訳】　農業・林業分野　　 　  8件 　　　 179百万円
 　　　　   環境分野                2件　　 　 234百万円
  　　　　　医療・福祉分野 　    11件　　 　 473百万円
・宍粟市創業塾は、８月から９月に７回開催され、同セミ
ナーにアドバイザーとして参加し、創業者への支援を実
施

具体的取組策 取組状況
・積極的な外部機関との連携により、コンサルティング
機能の強化を図る。

・補助金支援の強化に向け４月と９月に新たに２社と業
務連携協定を締結
・ひょうご産業活性化センターとの連携により「ひょうご
SDGｓ推進宣言事業」の募集に係る職員向けセミナーを
実施
・カーボンニュートラル支援に向け炭素排出量測定等を
支援する企業と業務連携契約を締結
・ハローワークと連携により人材支援を実施
・知的財産経営支援強化に向け新産業創造研究機構
と業務連携協定を締結
・自動車リース事業者と業務連携協定を締結
・各種企業支援の実績は次の通りとなった。
　補助金申請支援   46件、保証協会専門家派遣  38先
　新産業創造研究機構  13先、よろず支援拠点 3先
　中小企業活性化協議会  4先、Ｍ＆Ａ相談 　11先、
　人材支援　17先、兵庫県立大学産学連携　3先、
　川上・川下ネットワーク事業の活用10先、
　事業承継支援　34先

２．地域の創生・活性化支援への取組強化
取組状況

・公共施設設備助成事業のうち、県立学校環境充実応
援プロジェクト（龍野北高校）に対し３０万円を助成
・地場産業振興発展助成事業のうち「さよう星降る町の
ビジネスプランコンテスト」へ３万円を助成

・宍粟市・宍粟市商工会との３者包括連携協定に基づく
「人財力フル活用プラットホーム推進会議」の４部会に
参画し、地域創生・地域の活性化に向けた取組みを実
施
・宍粟市によるジャパンエコトラックのルート設定を受
け、情報発信の協力のため当金庫の店舗（２７店）にお
いて公式ルートマップのパンフレットの備え置きを実施
・宍粟市「観光基本検討委員会」へ出席（5月、7月、9
月）、3月観光基本計画策定
・宍粟市「総合計画及び地域創生戦略委員会」に出席
(10月7日、10月28日)
・宍粟市、宍粟市商工会との包括連携協定に基づく人
財力会議において宍粟市内の中小事業者の人材確保
を目的とした「JUMP UP SHISO」で、企業説明会実施（2
月1日）

（５）外部専門家・外部機関等との連携

具体的取組策
・「一般財団法人にししん地域振興財団」を通じて、地域
創生・活性化に向けた積極的な取組を行う。

・地域自治体等と連携した地域創生・活性化に向けた取
組
・地域創生に係る取組みにおいて宍粟市との協調



３．地域や利用者に対する積極的な情報発信
取組状況

・令和3年度の「地域密着型金融の取組状況」をホーム
ページ(5月)とディスクロージャー誌で公表（7月）
・令和4年度の「地域密着型金融に関する計画」をホー
ムページで公表（5月）
・西播磨地域の中小企業103社を対象にした景気動向
調査を実施し、調査結果を「にししん景況レポート」とし
て公表（4月、7月、10月、１月）

４．その他地域貢献
取組状況

・コロナ禍のため地元の小中学校への金融教育活動は
なし
・就職希望者高校生３名への職場見学実施（8月2日）

・地元の小中学校での金融教育活動の実施
・就職希望者の高校生対象の当金庫への職場見学の実
施

※「一般財団法人にししん地域振興財団」は、西播磨地域におけるコミュニティの形成及び地域の振興発展を図るため、コミュ
ニティ活動、地場産業の活性化及び公共施設の整備などに対する支援を行い、地域社会の発展に寄与することを目的に、当
金庫が基金の全額を拠出して設立された財団です。

具体的取組策
・ホームページやディスクロージャー誌等を活用した地域
の取組みの情報発信
・ホームページリニューアルによる情報発信の充実

具体的取組策


